
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

９

水痘と成人用肺炎球菌予防接種が定期接種化

下水道への早期接続をお願いします

法人町民税の法人税割の税率が変更

役場各課などからのお知らせ　　ほか

114
平成 26 年（2014）

2

4

10
12

－ 網の中の大物に「ギョ」！ －
魚とちびっこ

　海や魚に親しんでもらおうと香美町香住観光協会

が毎年開催している人気イベント「魚とちびっこ」

が 8月 1 日に行われ、子ども先着 100 人の募集が、

あっという間に定員に達しました。

　二手に分かれて掛け声とともに地引き網を引いた

子どもたち。網の中のサメやイシダイ、エイなどの

大物の姿、そして網の目から飛び出してくるアジの

様子に驚きながらも目を輝かせていました。
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

予
防
接
種

①
水
痘
予
防
接
種

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
は
、
水
痘
・
帯
状

疱ほ

う

し

ん疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
軽
度
の
発
熱
と
発ほ

っ

し

ん疹

を
伴
う
感
染
力
の
強
い
感
染
症
で
、
主
に
せ

き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
飛ひ

ま

つ沫
・
空
気
感
染
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
免
疫
不
全
状
態
の
患
者
の
重
症
化
リ
ス

ク
を
軽
減
し
た
り
、
妊
娠
初
期
の
胎
児
の
先

　

主
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

で
肺
が
炎
症
を
起
こ
す
肺
炎
は
、
日
本
人
の

死
因
の
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
は
成
人
肺
炎
の

25
〜
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
重
症
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
発
病
や
重
症
化
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

① 

平
成
26
〜
30
年
度
ま
で
の
各
年
度
で
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90

歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
節
目
年
齢
に

な
る
人

　
　

 

※ 

平
成
31
年
度
以
降
は
、
接
種
時
に
満

65
歳
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

② 

平
成
26
年
度
中
に
１
０
１
歳
以
上
（
大

正
３
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
に
な

る
人

　

③ 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
に

障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

あ
る
人

　

※ 

①
〜
③
の
す
べ
て
で
、
こ
れ
ま
で
に
接

種
を
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

　

※
②
は
平
成
26
年
度
の
み
対
象
で
す
。

接
種
回
数

年齢 生年月日

65 歳 昭和 24年 4月 2日～昭和 25年 4月 1日

70 歳 昭和 19年 4月 2日～昭和 20年 4月 1日

75 歳 昭和 14年 4月 2日～昭和 15年 4月 1日

80 歳 昭和 9年 4月 2日～昭和 10年 4月 1日

85 歳 昭和 4年 4月 2日～昭和 5年 4月 1日

90歳 大正 13年 4月 2日～大正 14年 4月 1日

95 歳 大正 8年 4月 2日～大正 9年 4月 1日

100 歳 大正 3年 4月 2日～大正 4年 4月 1日

（参考）平成 26 年度定期接種対象者（節目年齢）早見表

②
高
齢
者
の
た
め
の

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

幼
少
期
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
感
染
す
る
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
と
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
成
人
用
肺
炎
球
菌
の
２
予
防
接
種
が
、
10
月
１
日
か

ら
定
期
接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
予
防
接
種
も
、
現
在
は
任
意
接
種
（
予
防
接
種
法
の
対
象
外

で
、
接
種
希
望
者
が
自
費
で
受
け
る
も
の
）
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
接
種
を
促
そ
う
と
国
が
予
防
接
種
法
施
行
令
を
改
正
、
今
回
定
期
接

種
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
措
置
に
伴
っ
て
接
種
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
公
費
で

負
担
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
自
己
負
担
額
な
ど
の
詳
細
は
決
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
「
高
齢
者
の
た
め
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
」
も
同
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

〜〜  
水
痘
と
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
定
期
接
種
化

水
痘
と
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
定
期
接
種
化  

〜〜

天
性
水
痘
症
候
群
や
新
生
児
の
先
天
性
水
痘

な
ど
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
、
②
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
接
種
時
に
１
歳
以
上
３
歳
未
満

　

②
接
種
時
に
３
歳
以
上
５
歳
未
満

　

※ 

①
、
②
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
に
水
痘

に
か
か
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

　

※
②
は
平
成
26
年
度
の
み
対
象
で
す
。

接
種
回
数

　

①
３
ヵ
月
以
上
の
間
隔
で
２
回

　

②
１
回

　

※ 

９
月
末
ま
で
に
任
意
接
種
を
受
け
た
人

は
、
す
で
に
そ
の
回
数
を
受
け
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
。

接
種
時
に
必
要
な
書
類

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票

　

 

※ 

接
種
ま
で
に
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
し

ま
す
。
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接
種
方
法
な
ど
（
共
通
）

③
高
齢
者
の
た
め
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

①
〜
③
の
す
べ
て
で
１
回

接
種
時
に
必
要
な
書
類

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

 

※ 

接
種
ま
で
に
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

※ 

肺
炎
球
菌
の
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

 　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
接
種
希
望
者
が

定
期
接
種
対
象
者
で
は
な
い
場
合
、
接

種
費
用
の
全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

　

※ 

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

う
ち
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
に
は
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
定
期
接
種
化
に
伴
っ
て
こ
の
助

成
制
度
は
９
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　
　

 　

接
種
を
受
け
た
人
は
９
月
30
日（
火
）

ま
で
に
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局

で
助
成
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
高
齢
者

の
発
病
・
重
症
化
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
出

る
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

流
行
前
（
12
月
中
旬
ま
で
）
の
早
め
の
接
種

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
予
防
接

種
を
行
う
場
合
、
町
で
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
10
月
１
日
か
ら
接
種
費
用
の
一
部
を
公

費
で
負
担
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で
、

次
の
①
、
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
接
種
時
に
満
65
歳
以
上
の
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
に

障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

あ
る
人

助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

10
月
１
日
〜
平
成
27
年
１
月
31
日

　

※ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
期
間
が
異
な

る
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用
の
う
ち
自
己
負
担
額

　

２
０
０
０
円

　

※ 

助
成
回
数
は
一
人
１
回
、
２
回
目
接
種

は
全
額
自
己
負
担

　

※
生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

 

※ 

接
種
ま
で
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）

　

 

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
接
種

時
に
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
券
（
役
場

か
ら
送
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
予
防
接
種
の
町
内
の
接
種
協
力
医
療
機

関
は
左
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
希
望
す
る

医
療
機
関
に
各
自
で
直
接
予
約
し
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
外
の
接
種
協
力
医
療
機
関
（
豊
岡
市
と

新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部
）
で
も
手

続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
名
な
ど
は

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
際
に
『
香
美
町
民
』
で
あ
る
こ
と
を
必

ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

　　　　　　　　予防接種の

　　　　　　　　種類

　　　　医療機関名

①
水
痘
予
防
接
種

②
高
齢
者
の
た
め
の

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

③
高
齢
者
の
た
め
の

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

下山医院

　（0796・36・3250）
● ●

山本クリニック

　（0796・39・1525）
● ● ●

公立香住病院

　（0796・36・1166）
● ● ●

佐津診療所

　（0796・38・0459）
● ●

村瀬医院

　（0796・94・0003）
● ●

公立村岡病院

　（0796・94・0111）
●※ ●

小代診療所

　（0796・97・2023）
● ●

各予防接種の町内の接種協力医療機関
（●印が接種を行う医療機関）

※ 平成 26 年 11 月 1 日～平成 27 年 1 月 31 日は実施しません

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
前
に
、
必
ず
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 　

手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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町
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道

の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
供
用
が
始

ま
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
早
期
に
下
水
道

へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
（
下
水
道
接
続
率
は

左
表
の
と
お
り
）。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
場

合
は
、
事
前
の
届
出
や
、
工
場
排
水
の
水
質

改
善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
際
、
次

の
利
子
補
給
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う
…

利
子
補
給
制
度

　

く
み
取
り
式
や
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

一
般
家
庭
が
、
町
内
の
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
て
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

町
が
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
は
役
場
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合
※ カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月

各処理区別下水道接続率

地域・処理区 接続率
（今年 7月末現在） 供用開始年月

町全域 73.5％

香住区 67.3％

香住 54.4％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 84.8％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 93.3％ H13.4

安木 88.7％ H11.1

佐津 94.4％ H9.3

柴山 72.1％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 91.7％ H9.3

長井南 92.1％ H10.3

余部 88.6％ H11.4

鎧 89.2％ H12.4

御崎 95.5％ H13.4

村岡区 85.9％

村岡 89.6％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 78.1％ H16.12（一部 H14.3）

射添 83.1％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 96.7％ H16.12（一部 H2.1）

山田 84.6％ H15.8（一部 H14.10）

境 80.0％ H16.3

作山 84.6％ H17.1

小代区 77.3％

小代北 77.3％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 77.5％ H14.6（一部 H14.4）

神場 45.0％ H14.4

１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
に　

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自

宅
の
屋
外
排
水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を

怠
る
と
、
宅
内
の
排
水
口
か

ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂
分

な
ど
の
固
着
に
よ
っ
て
排
水

が
逆
流
し
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
域
の
宅
地
を
対
象

に
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
水
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請

期
限
は
今
年
12
月
末
）。

雨
水
貯
留
施
設
（
浄
化
槽
の
転
用
）

　

下
水
道
接
続
で
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
貯
め
る
貯

留
槽
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

改
造
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上

限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

雨
水
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
助
成
対

象
は
容
量
２
０
０
ℓ
以
上
）
に
た
め
て
、
庭

の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、
屋

根
や
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）
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法人税割の税率が変更
法人町民税

●問い合わせ先　役場税務課

　法人町民税は、町内に事務所や事業所などを有す

る法人などに課税されるもので「均等割」と「法人

税割」からなります。

　地方税法の一部改正に伴う町税条例の一部改正に

より、平成 26 年 10 月 1 日以降に開始する事業年

度分から、法人町民税の法人税割の税率が次のとお

り引き下げられます（均等割は変更なし）。

　なお、今回の改正に伴い、平成 26 年 10 月 1 日

以降に開始する最初の事業年度の予定申告額につい

ては、法人税割は前年度の法人税割額の 12分の 4.7

（通常は 12分の 6）となります。

平成 26 年 9 月 30 日までに

開始した事業年度
… 12.3％
【法人税割】

平成 26 年 10 月 1 日以降に

開始する事業年度
… 9.7％
【法人税割】

　6月初めから 1ヵ月間、香住駅前駐輪場に長

期間置かれている自転車に対して「放置状態を

改善してもらいたい」とする注意表示を行いま

した。その後も放置状態が続いた自転車は、防

犯上および景観上の観点から、現在、矢田川レ

インボーで保管しています。

　10 月末までに連絡がない場合は自転車を処

分しますので、　心当たりのある人は役場総務

課にご連絡ください。

香住駅前駐輪場の放置自転車

災害発生時に「自らの命は自らで守る」「自らの地域は皆

で守る」ための心構え、そして万一の備えを確認する

ため、8月 24 日、町内全域で総合防災訓練が行われ、小雨

の降る中、118 区（自治区・自治会）約 8,800 人の皆さん

が参加しました。

訓練想定は、兵庫県の日本海沿岸沖を震源とするマグニ

チュード 7.7、震度 6弱の地震が午後 5時 30 分に発生

したとするもの。発生時間をこれまでの朝方から夕方に変

更し、いつ起こるか分からない災害に対して避難手順や問

題点の検証を行いました。予想津波高は町地域防災計画の

想定津波高（3.05 ｍ）に合わせた 3ｍ程度、家屋被害のほ

か道路の一部通行止めといった交通網の不通、また町内全

域で固定電話や携帯電話などが不通となっているとしまし

た。

各区などでは「自助」「共助」の意識を高めるため、避難

訓練や災害時要援護者の避難支援訓練、初期消火訓練、

負傷者搬送訓練などを実施。また、役場本庁舎に設けられ

た町災害対策本部では、電話網が使用できない場合の情報

収集・伝達の手段について、アマチュア無線や消防・防災

行政無線の活用、各区などの避難訓練に参加した役場職員

が徒歩や自転車で役場に集合して避難状況を報告するなど、

多様な連絡手段の確認を行いながら、参加団体と連携し「公

助」の強化を図りました。

約1時間の本番さながらの訓練が終了後、町災害対策本

部長の浜上町長は「訓練想定をこれまでと変更したこ

とで若干の混乱はあったものの、無事に訓練を終えること

ができました。今回の訓練で洗い出した課題を十分に検証

し、災害時の被害を最小限にする『減災』に確実に結び付

けたい」と総括しました。

終わりになりましたが、この訓練の実施にあたっては、

町民の皆さんをはじめとして各自主防災会、香美町消

防団、美方広域消防本部、美方警察署、香住アマチュア無

線クラブなど多くの団体・関係機関にご協力をいただきま

したことを厚くお礼申し上げます。

香美町総合防災訓練
ご協力いただきありがとうございました



広報 ふるさと香美 2014.9 － 6

まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

に
暖
か
く
な
り
、
夏
へ
と
季
節
を
変
え
て
い

き
ま
す
が
、
秋
雨
前
線
は
北
の
寒
気
が
南
下

し
て
冷
た
い
雨
を
降
ら
せ
る
も
の
で
、
季
節

を
冬
へ
と
変
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
前
線
は
勢
力
が
強
く
、
東

・
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
広
が
り
、
持
続

性
が
あ
る
た
め
「
梅
雨
入
り
」「
梅
雨
明
け
」

と
い
っ
た
発
表
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
雨
前
線

は
日
本
周
辺
に
の
み
見
ら
れ
、
持
続
性
が
な

い
の
で
始
ま
り
と
終
わ
り
が
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
湿
っ
た
空
気
同
士
が
ぶ

つ
か
る
梅
雨
前
線
の
ほ
う
が
雨
量
は
多
く
な

り
、
乾
燥
し
た
寒
気
と
湿
っ
た
暖
気
が
ぶ
つ

か
る
秋
雨
前
線
は
雨
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
秋
雨
前
線
が
発
生
す
る
時
期

は
、
台
風
も
多
く
発
生
す
る
時
期
で

す
。
秋
雨
前
線
に
台
風
が
近
づ
く
と
、
台
風

か
ら
の
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
の
影
響
で
前
線

の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
大
量
の
雨
を
降
ら

せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

秋
雨
前
線
は
「
秋
の
長
雨
」
と
も
言
わ
れ
、

８
月
の
終
わ
り
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
発

生
し
ま
す
。
今
回
は
梅
雨
前
線
と
比
べ
な
が

ら
そ
の
特
徴
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

前
線
は
、
暖
か
い
空
気
（
暖
気
）
と
冷

た
い
空
気
（
寒
気
）
の
境
目
に
発
生

し
、
４
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
①
暖
気
の

勢
力
が
強
く
寒
気
側
に
移
動
す
る
「
温
暖
前

線
」、
②
寒
気
の
勢
力
が
強
く
暖
気
側
に
移

動
す
る
「
寒
冷
前
線
」、
③
温
帯
低
気
圧
の

発
達
に
伴
っ
て
で
き
る
「
閉
塞
前
線
」、
④

暖
気
と
寒
気
の
勢
力
が
同
じ
く
ら
い
の
「
停

滞
前
線
」
が
あ
り
、
梅
雨
前
線
も
秋
雨
前
線

も
④
の
停
滞
前
線
で
す
。

梅
雨
前
線
は
南
の
暖
気
が
北
上
し
て
き

て
で
き
る
も
の
で
、
雨
が
降
る
た
び

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 個人情報を教えないと、年金停止 !? ～～～～～～～～～～～～～～～ 個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報ををををををををををををををを教教教教教教教教教教教教教教えええええええええええええええなななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいとととととととととととととと、、、、年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金停停停停停停停停停停停停停停止止止止止止止止止止止止止止 ???????????? ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報ををををををををををををををを教教教教教教教教教教教教教教教えええええええええええええええなななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいとととととととととととととと、、、、、、、、、、、、、、年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金停停停停停停停停停停停停停停止止止止止止止止止止止止止止 !!!!!!!!!??????????????? ～～～～～～～～～～～～～～～
【事例】

　突然自宅に知らない女性から電話が

あり「国の調査なので、答えなければ

年金を減額する」と言われ、生年月日、

家族構成、年金受給額などを聞かれた。

　不審に思って何も答えず電話を切っ

たが、すぐに「市役所で年金を担当し

ている」という男性から「調査に協力

しないと年金を停止する」と電話が

あった。

　電話を切ってもすぐに掛かってきて、

とてもしつこく、気味が悪い。

【ひとことアドバイス】

◇ 「公的機関の調査」などと語り、

年金を停止するなどと脅して個

人の情報を聞き出そうとする

ケースです。

◇ 国や県、町などの公的機関が個

人宅に電話して、いきなり生年

月日や家族構成を尋ねたり、年

金の支給停止を告げたりするこ

とは絶対にありません。

◇ 年金事務所や消費者センターな

どと名乗り、同様な電話を掛け

るケースもあります。

◇ このような電話が掛かってきた

時は相手にせず、すぐに電話を

切りましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？

高

高

冷たい冷たい
北東の風北東の風

■秋雨前線の天気図

秋
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
に
注
意
！

秋
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
に
注
意
！

〜 

秋
雨
前
線
と
梅
雨
前
線
の
違
い 

〜
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高
齢
者
は
、
う
つ
病
に
な
っ
て
も
認
知
症

と
間
違
わ
れ
た
り
、
他
の
病
気
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
と
、
本
人
だ
け
で
な
く
周
り
の
人

も
気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
行
っ
た
「
高
齢
者
の
健
康
・
生
活

に
関
す
る
意
向
調
査
」
で
は
、
次
の
５
つ
の

設
問
で
高
齢
者
の
「
う
つ
の
リ
ス
ク
」
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

設
問
は
「
こ
こ
２
週
間
」
で
―
―

　

①
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

　

② 

以
前
は
楽
し
め
た
こ
と
が
楽
し
め
な
い

　

③ 

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
お
っ

く
う
に
感
じ
ら
れ
る

　

④
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

　

⑤
理
由
も
な
く
疲
れ
た
感
じ
が
す
る

　

―
―
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
項
目
以
上
に
該
当
す
る
場
合
「
う
つ
の

リ
ス
ク
」
が
あ
る
と
判
定
し
ま
す
が
、
結
果

は
全
体
の
25
・
１
％
、
実
に
４
人
に
１
人
が

「
う
つ
の
リ
ス
ク
」
が
あ
る
と
の
結
果
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
そ
の
割
合

も
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
左
表
の
と

お
り
）。

　

老
化
や
病
気
に
よ
る
身
体
変
化
、
子
ど
も

の
自
立
に
よ
る
役
割
の
喪
失
、
家
族
や
身
近

な
人
と
の
別
れ
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
は
う

つ
病
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

う
つ
病
の
予
防
に
は
運
動
や
睡
眠
、
リ
ズ

ム
の
整
っ
た
日
常
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
う
つ
病
を
吹

き
飛
ば
し
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

▼
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
１
日
３
回

　

▼
食
事
の
時
間
を
規
則
正
し
く

　

▼
趣
味
や
運
動
を
楽
し
む

　

▼ 

疲
れ
た
時
は
し
っ
か
り
休
養
、
ぐ
っ
す

り
睡
眠

　

▼ 

物
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

一
つ
ず
つ
片
付
け
る

　

▼ 

外
に
出
る
機
会
を
増
や
し
、

楽
し
め
る
仲
間
を
持
つ

通通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
心
の
お
手
入
れ
し
て
ま
す
か
？

「
う
つ
」
な
ん
て
吹
き
飛
ば
そ
う
！

「
う
つ
」
な
ん
て
吹
き
飛
ば
そ
う
！

事
業
の
一
つ
で
も
あ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

香
住
ガ
ニ
の
焼
き
ガ
ニ
１
千
人
分
、
ボ
イ
ル

３
千
人
分
、
カ
ニ
汁
１
千
人
分
を
来
場
者
に

無
料
サ
ー
ビ
ス
す
る
ほ
か
、
夢
但
馬
２
０
１

４
を
記
念
し
て
２
０
１
４
本
の
ち
く
わ
ま
き

を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
赤
イ
カ
解
体
シ
ョ
ー
、

海
産
物
の
素
人
セ
リ
市
、
海
産
物
即

売
会
な
ど
港
町
を
満
喫
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
日
に
香
住
漁
港
東
港

で
共
催
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
０
年
前
の
「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」

の
海
中
公
園
展
の
会
場
と
な
っ
た
同

港
に
は
、
同
時
期
に
完
成
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク

と
海
の
文
化
館
（
当
時
は
「
海
の
文
化
館
」）

も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

同
館
で
の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
や
巡
視
艇
こ

ま
ゆ
き
の
一
般
公
開
の
ほ
か
、
こ
の
日
に
限

り
遊
覧
船
か
す
み
丸
に
乗
船
し
た
小
学
生
以

下
の
料
金
が
無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
も
ご
用

意
し
て
ま
す
。

東
港
で
は
こ
れ
以
外
に
も
多
彩
な
催
し

を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
香
住

駅
か
ら
西
港
を
経
由
し
東
港
ま
で
運
行
す
る

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
香

住
ガ
ニ
ま
つ
り
と
共
催
イ
ベ
ン
ト
の
い
ず
れ

に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
。
さ
ん
ま
、
く
り
、

旬
の
果
物
な
ど
、
お
い
し
い
食
べ
物
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
海
に
臨
む
香
美
町

で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
鮮
や
か
な
朱
色
の

「
香
住
ガ
ニ
」
が
そ
の
代
表
格
で
す
。

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
呼
ば
れ
、
近
畿
地

方
で
唯
一
香
住
漁
港
だ
け
で
水
揚
げ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
詰
ま
り
や
大
き
さ
な

ど
の
厳
し
い
選
別
に
合
格
し
た
も
の
を
、
特

に
「
香
住
ガ
ニ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
鮮
度

抜
群
な
の
は
言
う
に
及
ば
ず
、
と
ろ
け
る
よ

う
な
甘
み
、
み
ず
み
ず
し
い
肉
質
を
持
ち
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
目
当
て
に
足
を
運
ぶ
観
光

客
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

漁
期
は
９
月
１
日
か
ら
来
年
５
月
31
日

ま
で
。
そ
ん
な
香
住
ガ
ニ
を
思
う
存

分
味
わ
え
る
「
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
」
が
９
月

20
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
香
住
漁
港
西
港

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
夢
但
馬
２
０
１
４
登
録

夢
但
馬
２
０
１
４ 

香
住
区
主
要
イ
ベ
ン
ト

第
６
回
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り

こちら

情報局

夢但馬

●問い合わせ先　役場企画課

▲ 香住ガニを買い求める来場者
　 （昨年の香住ガニまつりでの
即売会の様子）

0

10

20

30

40

50

70
〜
74
歳

65
〜
69
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
〜
89
歳

90
歳
以
上

（％）

男性

女性

※ 調査対象は、町内に住む 65 歳以上の高齢
者のうち介護保険の認定を受けていない
4,798 人

「うつのリスク」がある高齢者の割合「うつのリスク」がある高齢者の割合
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

半
世
紀
の
な
じ
み
の
出
刃
や
鯵
さ
ば
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

夕
す
げ
咲
く
借
景
遠
き
岬
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

星
空
を
破
る
爆
音
大
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

漁
火
や
海
の
花
火
は
海
に
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

波
音
も
染
め
て
岬
の
大
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

「
魚
の
日
」
の
青
き
幟
や
夏
兆
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

藻
に
潜
む
小
鯵
の
ひ
か
り
磯
掃
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

海
の
日
や
海
の
神
事
は
水
讃
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

浜
風
や
一
息
で
飲
む
ソ
ー
ダ
ー
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

夏
潮
や
若
き
遺
影
の
戦
闘
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

梅
雨
明
け
て
夢
千
代
像
の
傘
閉
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

網
修
理 

薄
暑
の
海
を
日
が
な
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

大
花
火
の
打
ち
上
げ
祝
う
茜
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
8月句会から8月句会から

おめでとう、ハタチ！

平成27年 香美町成人式平成27年 香美町成人式
　成人となられた皆さんの前途を祝福して、香美町成

人式を次のとおり開催します。

　また、成人式企画実行委員も現在募集していますの

で、ぜひご参加ください。

●とき、ところ

平成 27年 1月 11 日（日）13:30 ～

香住区中央公民館

●問い合わせ先

町教育委員会生涯学習課、香住区中央公民館、小代区

地域連携センター

受給者証更新手続きのお知らせ

特定疾患医療費助成制度
小児慢性特定疾患医療費助成制度

●問い合わせ先　豊岡健康福祉事務所　℡ 0796・26・3672

　①特定疾患医療費助成制度②小

児慢性特定疾患医療費助成制度が

平成 27年 1月から改正されます。

　主な改正内容として、対象疾患

の拡充、受給者の自己負担額判定

方法や自己負担額の変更などが行

われますが、このことに伴い、受

給者証の更新が必要となります。

　各制度改正後も継続して受給者証の交付を希望する人は、

必ず次の更新手続きを行ってください。

●対象者

　平成 26年 12 月 31 日までの有効期間の受給者証を持ち、

平成 27年 1月 1日以降も受給者証の交付を希望する人

※ ①のうち、平成 26 年 9月 30 日までの有効期間の受給者

証を持つ人には、有効期間を平成 26 年 12 月 31 日まで

延長したものを郵送します（9月末までに届かない場合は

ご連絡ください）。

※ ②のうち、平成 27 年 1月 1日時点で満 20 歳未満の人が

対象となります。

●受付期間（予定）

10 月上旬～ 12月下旬

●手続き方法

　各受給者に対して 9月末までに更新手続きを案内します

ので、これに従い手続きを行ってください（案内が届かな

い場合はご連絡ください）。

※ ①の手続きに必要な添付書類「医師の診断書」の様式は

これまでと変わりません。

※ ②の手続きに必要な添付書類「医師が記載する医療意見

書」は、今回に限り省略することができます。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 8月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

盆
過
ぎ
に
丹
波
市
や
福
知
山
市
を
襲
っ
た
局
地

的
豪
雨
で
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
全
国
各
地
で
も
同
様
の
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
▼
前
述
の
文
章
を
書
い
て
い

る
時
、
不
勉
強
な
私
は
「
謹
ん
で
」
な
の
か
「
慎

ん
で
」
な
の
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
「
謹
ん
で
」
は
相
手
を
敬
う
場
合
に
、

「
慎
ん
で
」
は
自
ら
の
行
動
を
律
す
る
場
合
に

使
う
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
。
日
本
語
と
は
奥

ゆ
か
し
い
も
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
▼

本
誌
発
行
日
（
９
月
11
日
）
は
24
節
気
の
一
つ

「
白
露
」
を
過
ぎ
た
こ
ろ
。
草
木
に
朝
露
が
見
ら

れ
、
秋
の
気
配
が
日
に
日
に
深
ま
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
を
も
た
ら
す
秋
雨

も
こ
の
時
期
で
す
が
、
近
年
は
豪
雨
に
な
る
こ

と
も
多
く
、
ま
た
台
風
の
襲
来
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
す
る
た
め
に
も
、

謹
ん
で
自
然
の
力
と
向
き
合
い
、「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
い
う
身
勝
手
な
考
え
を
厳
に
慎
む

こ
と
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
ね
（
み
う
ら
）

記
後

編
集

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

村
岡
を
感
じ
、
楽
し
み
、
遊
ぶ
！

　

村
岡
の
夏
を
彩
る

毎
年
恒
例
の
「
村
岡
ふ

る
里
祭
り
」
が
８
月
２

日
、
村
岡
商
店
街
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
行

わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
商
工
会
や
商

店
街
の
店
主
が
中
心

と
な
っ
て
開
い
て
い

る
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
が
41
回
目
。
一
帯
が
城
下
町
だ
っ
た
こ
ろ
を

感
じ
さ
せ
る
「
村
岡
藩
山
名
子
ど
も
大
名
行
列
」
や
、
名
物
レ
ー
ス
「
爆
笑
三

輪
車
大
会
」
の
ほ
か
、
特
設
会
場
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
数
多
く
の
出
店

な
ど
、
商
店
街
は
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
午
後
１
時
の
県
立
村
岡
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
同
校
生
徒
に
よ

る
大
ビ
ン
ゴ
大
会
で
開
幕
し
、
続
い
て
行
わ
れ
た
12
回
目
を
数
え
る
三
輪
車
大

会
に
は
計
15
チ
ー
ム
が
出
場
。
１
周
約
４
０
０
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス
を
１
チ
ー
ム

４
人
で
リ
レ
ー
し
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。
コ
ー
ス
途
中
に
は
計
４
ヵ
所
の
関

門
が
あ
り
「
ラ
ム
ネ
の
一
気
飲
み
」
や
「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
中
に
隠
れ
て
い
る
あ

め
玉
を
口
だ
け
で
探
す
」
な
ど
の
課
題
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ

ま
み
れ
の
選
手
が
必
死
に
三
輪
車
を
こ
ぐ
姿
や
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
仮
装
に

身
を
包
む
選
手
の
姿
に
、
沿
道
か
ら
は
声
援
と
と
も
に
大
き
な
笑
い
声
が
起
き

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
殿
様
や
お
姫
様
、
や
っ
こ
な
ど
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
大

名
行
列
が
商
店
街
を
練
り
歩
く
と
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
楽
し
む
多
く
の
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
南
中
ソ
ー
ラ
ン
や
空
手
演
武
、
地
元
有
志
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
商
店
街
は
夜
が
更
け
て
も
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

第
41
回
村
岡
ふ
る
里
祭
り
（
８
月
２
日
、
村
岡
商
店
街
）

笑
い
な
が
ら
「
人
権
」
を
学
ぶ
！

　

香
住
区
中
央
公
民
館
で
８
月
３
日
、
町
、
町
教
育
委
員
会
、
町
人
権
教
育
研
究
協

議
会
香
住
支
部
の
共
催
で
「
人
権
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
全
国
各
地
で
人
権
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
る
落
語
家 

露つ
ゆ

の
新し

ん

じ治
さ
ん
が
、
来
場
し
た
約
２
５
０
人
に
笑
い
を

交
え
な
が
ら
人
権
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。

　

毎
年
８
月
は
兵
庫
県
の
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
強
化
月
間
。
差
別

や
戦
争
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
講
演
会
は
こ
の
月

間
に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
も
の
で
、
こ
の
他
に
も
人
権
・
平
和
パ
ネ
ル
展
や
人
権
映

画
の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
演
題
は
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高
座　

〜 

笑
顔
で
く
ら
す
、
願

い
に
生
き
る 

〜
」。
大
学
卒
業
後
、
奈
良
県
で
夜
間
中
学
校
設
立
運
動
に
関
わ
る
中

で
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
べ
き
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
露
の
新
治
さ
ん
は
、
25
歳
で

落
語
家
の
道
へ
。
落
語
を
通
し
て
差
別
の
不
合
理
さ
を
多
く
の
人
に
訴
え
て
い
ま
す
。

　

歯
切
れ
良
い
語
り
口
で
、
聞
く
者
を
話
に
引
き
込
む
露
の
さ
ん
。「
皆
さ
ん
に
命

を
つ
な
い
だ
人
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
１
代
前
で
両
親
２
人
、
２
代
前
で
祖
父
母
４
人
。

33
代
さ
か
の
ぼ
れ
ば
約
85
億
人
で
、
現
在
の
全
世
界
の
人
口
よ
り
多
い
。
そ
れ
だ
け

多
く
の
人
た
ち
の
命
が
つ
な
が
っ
た
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
『
宝
の
子
』
で
す
。
そ

し
て
皆
さ
ん
の
祖
先
は
必
ず
重
複
し
て
い
ま
す
」
と
し
「
そ
う
考
え
れ
ば
、
生
ま
れ

た
場
所
や
血
筋
で
人
を
差
別
す
る
の
は
お
か
し
い
が
、
差
別
の
よ
う
な
『
不
当
な
分

け
隔
て
』
を
多
く
の
人
が
行
っ
て
い
る
の
が
事
実
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
差
別
を
さ
れ
る
人
で
は
な
く
、
差
別
を
す

る
人
の
は
ず
。
す
べ
て
の
人
か
ら
差
別
の
心
を
な
く
す
る
の
は
難
し
い
が
、
一
人
ひ

と
り
が
減
ら
す
立
場
に
立
て

る
か
ど
う
か
。
そ
う
い
う
自

己
変
革
の
努
力
を
続
け
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
差
別
を
な

く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
」
と
会
場
に
語
り
か
け

ま
し
た
。

人
権
講
演
会
（
８
月
３
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

▲ ケチャップを口の周りに付けながら力一
杯ペダルをこぐ選手

▲ 笑いを交えながら人権の大切さを説く
露の新治さん
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審
査
員
が
４
年
間
の
取
り
組
み
を
評
価
！

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
認
定
審
査
（
８
月
３
〜
６
日
）

　

兵
庫
、
京
都
、
鳥
取
の
３
府
県
に
ま
た
が
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
再
認
定
現
地
審
査
が
、
８
月
３
〜
６
日
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

再
認
定
審
査
は
４
年
に
１
度
必
ず
行
わ
れ
る
も
の
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に

初
め
て
認
定
さ
れ
た
の
は
平
成
22
年
10
月
で
、
認
定
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
全
・
活
用
の
取

り
組
み
が
十
分
だ
っ
た
か
、
地
元
へ
の
波
及
効
果
や
運
営
組
織
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
か

な
ど
を
検
証
し
よ
う
と
、
審
査
員
は
３
日
の
鳥
取
砂
丘
を
皮
切
り
に
数
ヵ
所
を
視
察
し
た
後
、

最
終
日
に
は
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
西
端
は
白
兎
海
岸
（
鳥
取
市
）
で
す
が
、
こ
の

審
査
に
併
せ
て
、
さ
ら
に
西
側
約
10
㎞
、
鳴
り
砂
で
有
名
な
同
市
青
谷
町
の
井
手
ヶ
浜
な
ど

を
含
め
た
範
囲
に
拡
大
す
る
予
定
。
こ
の
拡
大
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
東
西
の
総
延
長
は
約
１

２
０
㎞
と
な
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｇ
Ｎ
か
ら
審
査
員
と
し
て
訪
れ
た
の
は
、
地
質
学
者
の
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
ブ
ル
ラ
ン
ド

さ
ん
（
イ
タ
リ
ア
）
と
ジ
ン
・
シ
ャ
オ
チ
ー
さ
ん
（
中
国
）
の
２
人
で
、
５
日
に
は
香
住
区

境
の
今
子
浦
海
水
浴
場
を
視
察
。
こ
こ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
じ
ま
海
の
学
校
」
の
今
井

学
代
表
な
ど
地
元
ガ
イ
ド
が
、
約
２
千
万
年
前
の
火
山
活
動
や
日
本
海
形
成
に
伴
っ
て
今
子

浦
の
千
畳
敷
が
で
き
た
こ
と
、
波
と
風
の
力
で
「
カ
エ

ル
島
」
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
、イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ

て
説
明
。「
自
然
の
作
り
出
し
た
芸
術
作
品
を
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
も
ガ
イ
ド
の
役
目
。
ガ
イ
ド
の

質
や
人
数
、
ガ
イ
ド
用
の
冊
子
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
」

と
４
年
間
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
査
員
２
人
は
カ
エ
ル
島
を
手
に
乗
せ
る

よ
う
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
日
本
の
夏
を
味
わ
お
う
と

近
く
の
海
の
家
で
か
き
氷
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
関

係
者
に
次
々
と
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
今
年
９
月
19
〜
22
日
に
カ
ナ
ダ
で
行

わ
れ
る
「
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
で
発
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲ ガイドの説明に耳を傾ける審査員（右側 2人）

ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
「
迫
真
の
立
ち
回
り
」
！

第
20
回
射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会
（
８
月
16
日
、
射
添
体
育
館
）

　

村
岡
区
の
射
添
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
披

露
す
る
「
射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会
」
が
８
月
16
日
、
射
添

体
育
館
で
行
わ
れ
、
出
演
団
体
の
熱
演
に
会
場
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

射
添
を
考
え
る
会
青
壮
年
部
の
主
催
で
、
今
年
で
20
回
目
。

多
く
の
人
に
地
域
に
伝
わ
る
盆
踊
り
や
芸
踊
り
を
見
て
も
ら

い
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
保
存
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
田
渕
善よ

し

と人
会
長
は
「
20
回
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
本
日
は
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
年
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
屋
内
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ち
ん
の
灯
り
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
中
、

射
添
小
学
校
少
年
少
女
音
楽
隊
の
演
奏
で
開
幕
。
盆
踊
り
な

ど
の
後
、
射
添
地
区
の
４
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
芸
踊
り
を
熱
演

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

長
板
区
が
「
大だ

い
ぼ
さ
つ
と
う
げ

菩
薩
峠 

暁
あ
か
つ
き

の
決け

っ
と
う斗

」、
高
津
区
が
「
決け

っ
と
う闘 

お
た
ん
の
手て

か

け

ま

つ

掛
松
」、
川
会
区

が
「
川か

わ

い

さ

ん

会
山
長ち

ょ

う

ら

く

じ

楽
寺
仁に

お

う

も

ん

王
門
の
決け

っ
と
う斗

」、
味
取
区
が
「
大だ

い

ぼ

さ

つ

と

う

げ

菩
薩
峠
」
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
。
な

ぎ
な
た
や
日
本
刀
、
槍
な
ど
を
手
に
し
た
役
者
た
ち
は
、
殺
陣
の
動
き
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

息
を
合
わ
せ
た
迫
力
あ
る
立
ち
回
り
で
観
客
を
魅
了
。
中
に
は
、
化
粧
を
し
た
か
わ
い
ら
し

い
子
ど
も
の
踊
り
も
あ
り
、
緊
張
し
た
表
情
を
の
ぞ
か
せ
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
演
じ
る
姿

に
「
か
わ
い
い
」「
上
手
だ
よ
」
と
い
う
声
と
と
も
に
、
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
で
帰
省
し
て
い
た
来
場
者
の
一
人
は
「
芸
踊
り
を
見
る
と
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き

た
と
実
感
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

▲ 見事な踊りを披露する長板芸能保存会の皆さん
（長板区「大菩薩峠 暁の決斗」）
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第
47
回

　

全
高
約
60
ｍ
で
上
下
２
段
に
分
か
れ
、
落
差
は
上
段
約
39

ｍ
、
下
段
約
21
ｍ
。
上
段
の
滝
つ
ぼ
か
ら
流
れ
落
ち
る
下
段

の
滝
が
「
猿
の
尾
」
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
山
名
氏

も
大
変
気
に
入
り
、
よ
く
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
小
代
区
鍛
治
屋
の
「
吉
滝
」
で

す
。
こ
の
滝
も
猿
尾
滝
と
同
様
に
、昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
、

県
が
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

矢
田
川
の
支
流
久
須
部
川
の
上
流
に
あ
り
、
上
段
が
約
23

ｍ
、
下
段
が
約
５
ｍ
の
２
段
滝
で
、
標
高
約
６
４
０
ｍ
に
あ

る
滝
の
周
辺
に
は
、
ス
ギ
、
ト
チ
、
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
あ
る

ほ
か
、
多
く
の
モ
ミ
ジ
が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

「
裏
見
の
滝
」
と
呼
ば
れ
、
滝
の
背
後
が
洞
窟
の
よ
う
に

深
く
え
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
滝
を
裏
側
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
洞
窟
部
分
に
吉
滝
神
社
が
あ
る
ほ
か
、
滝

の
右
側
に
は
金
滝
、
左
側
に
銀
滝
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
滝

つ
ぼ
に
集
ま
っ
た
雲
母
（
黄
鉄
鉱
）
と
光
の
加
減
に
よ
り
、

滝
つ
ぼ
の
底
は
き
ら
め
く
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
滝
も
、
四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

秋
色
が
少
し
ず
つ
濃
く
な
る
爽
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
山
々
が
紅
葉
の
化
粧
を
す
る
こ
ろ
に
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
２
つ
の
名
瀑
で
す
。

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
に

県
が
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
村
岡
区
日
影
の

「
猿
尾
滝
」
で
す
。
日
影
区
か
ら
作
山
区
へ
向
か
う
県
道
を

進
む
と
左
手
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
標
高
約
３
５
０
ｍ
、
湯

舟
川
の
支
流
作
山
川
に
注
ぐ
川
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
こ
の
滝
は
、
両
脇
の

ブ
ナ
、
カ
エ
デ
、
マ
ツ
、
カ
シ
と
い
っ
た
原
生
林
と
と
も
に

春
の
新
緑
、
夏
の
納
涼
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
氷
壁
と
、
季
節

を
通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猿
尾
滝
と
吉
滝

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

▲猿尾滝

▲吉滝


